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施設長 加藤 和彦

「平成26年度を迎えて」 施設長 加藤和彦
昨年度は、法人倉」立 20周年を迎え様々な企画をして施設の歩みを振り返りました。であいが平成 5年に事
業を開始した当初は、養護学校卒者が約 8害」で若々し<元気な方が多<、 作業活動や余暇活動を通して共に
学びながら日尺の活動を行つて来ました。内部疾患、行動障がい、重複障がい等を含む利用者さんを専P]に

支援するのが福祉施設です。実態としては、福祉系大学でも臨床で効果的な支援方法を教授する学校は少な

く、職員は生活リズムの形成と情緒の安定を目標に、日長試行錯誤で支援を行って来ました。このような状

態の中、支援の助けになったのは保護者の方々からの家庭での養育から得た知恵でした。「こう言う状態の時

はどの様にしていたのですか。」「今、発語が有りましたが何と言つていますか。」等「こうしていました。」「

こう言っています。」等と教えて頂き、さすがだなと思うことが多皮ありました。職員も利用者さんと向かい

含い、行動の様子を記録し注意深<聴く等を積み上げる事で少しずつ行動の意味を理解しながら今日まで積
み重ねてきました。このような経過の中、法人として支援に必要な事業を展開し、法律も 3度変わりました。
障害者総合支援法施行に伴い、知的の障がい特性に応じた支援区分への移行やグループホームー元化に伴

う夜間勤務体制の変更、計画相談支援の体制整備等身近な制度変イヒが有りました。今私が心配しているのは、

医療ケア体制の脆33さです。入所のソイル栄やグループホームでは、高齢化や医療ケアの必要性が高まって

きています。以前から矢目的系施設の支援の限界が医療ケアと介護でした。現在は生活上の基本介護は少し改

善してきましたが、医療ケアはまだ眼前の壁です。今後、福祉医療の連携と優秀な職員の確保が不可欠です。

憲法第25条の基本的人権と第 13条の幸福の追求が有ります。関係者の皆様方と協働で国及び地方に要望し、
福祉を必要とする人が安心して暮らせる体制整備をしていきたいと考えます。今年度もどうぞよろし<お願
い致します。

新視職員紹介

瑠    今年度新たに
“であい
"で
働き始めた職員を紹介させていただき討 。

一
:■≡IE3~…

………………管T…―― r   ―  ―T…・…・摯

荒木 聡美 (あらき さとみ)

Q.座右の銘は?
「労を惜じめばその果実は少なし。人の幸

運は、その人の苦労に宿る」

古代ギリシャ人の言葉

Q.好きなスポーツ

学生時代バレーボールをしていたので、得

意と言えるほどではありませんが好きです。

Q.最後に一言

まだまだ分からないことだらけですが、精

一杯頑張りたいと思いますので宣 し<お願
い致します。
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